
い
き
う
し
て
彼
は
ま
づ
原
始
骨
概
を
碑
立
せ
よ
､
触
る
後
之
を
文
化
見出

親
に
ま
で
封
化
さ
し
た
人
間

の
防
潮
に
見
よ
'
そ

こ
に
人
文
地
理
拳
の

研
究
す
べ
き
多
く
の
閃
燭
が
あ
る
と
致

へ
た
の
で
あ
る
｡
予
は
評
者
に

本
辞
を
川
旧
さ
れ
た

こ
と
を
感
謝
し
た

い
と
息
ふ
｡
(藤

川
)

0

埴

科

部

郷

丑

研

究

第

!
輯

長
野
牌
埴
科
郷
郷
土
耶
究
骨

北
借
地

の
中
心
で
市
堺
の
傑
秀
な
も
の
1
多

い
埴
科
都

は
地
跳
的
に

も
人
文
的
に
も
研
究
す
べ
き
粗
目
が
多

い
､

そ
こ
で
同
郡

の
誠
碑
は
郷

土
研
究
e
=
む
起
し
て
熱
心
に
各
秤

の
題
目
を
研
究

発
表
す
る
こ
と
に
な

っ
て
､

こ
Il
に
非
約

1
杓
が
世
に
現
ほ
れ
た
の
で
あ
る
'
木
椀

に
は
地

質
'
倍
糾
出

の
山
机
魚
､
以
上
･;
軸
外

の
記
部
で
あ
り
､
人
文
地
班
と

し
て
は
埴
科
那

粥
部
の
鵠
約
虚
業
と

い
ふ
の

が
あ
る
'
推

以
部
で
は

古

堺
'
手
打
激
励
'
象
山
北
淡
の
血
に
繋
が
る
人
々
'
虹
雑
考
と

い
っ
た

珊
節
が
の
つ
て
ゐ
る
'
い
づ
れ
も
耐
白

い
訊
物
で
あ
る
が
非
賢
晶
で
あ

る
の
を
鶴
念
だ
,JJ
瓜
ふ
｡
(∫
)

0

藍

器

石

器

八
幡
1
郎

着

古
(
議

院
撃

付

･..犯
例
.1図
八
十

蛸

湘
双

帝
樹
火
興
人
軸
撰

教

室

に
.i
E

ら

れ
る
八
怖

1
郎
氏
の
永

い
間

の

脚
光
､

人
卿
堺
邪
説
や
考
古
鮮
難
詰
に
の
せ
ら
れ
た
も
の
を
鵠
成
し
て

Eii
7
T
六
版
二

1
北
賢
の
手
頃
な
本
が
川
非
た
､

こ
れ
を
よ
ん
で
紬
紋
式
土

器
と
非
に
的
博
し
た
ポ
耕
､
欄
鈷
式
土
非
と
そ
れ
に
捌
伸
し
た
ポ
柿
と

の
解
別
や
分
和

が
わ
か
っ
て
､
先
史
岬
代
の
研
究
に
封
す
る
潜
額

の
用

語
を知
る
こ
と
が
川
氷
る
'
予
は
扱
前
出
跡

の
新
教
料
や
北
佃
紙
柑
文

抱
の
石
非
な
ど
の
報
せ
を
柑
た

こ
と
を
背
番

に
感
謝
し
た

い
｡
(勝

則
)
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0
樺

太

森

林

の

飛

行

機

測

量

本
年
七
月
八
日
よ
-
十
月
廿
八

日
ま
で
の
問
を
以
て
極
大
森
林

の
飛
行
洲
敦
が
印
氷
た
'
廿
日
間

の
申

解
除
に
作
梨
の
川
氷
る
や
う
な
良

い
大
嵐
は
た
っ
た
E
It
五
日
し
か
な

か
っ
た
､
樺
太
地
内
に
新
し
-
飛
行
場
を
つ
-
リ
､
そ
の
瓶
城
地
か
ら

四
基

の
八
八
式
部
偵
察
碑
が
川
た
､
最
初
は
五
十
滞
町
渉
を
機
先
し
た

の
で
あ
る
が
､
以
外
に
逝
辞
し
て
七
十
鵜
町
渉

の
鴬
尻
が

と

れ
た
'

こ

の
･鮒S
広
州
親
に
よ
っ
て
林
州
'
地
形
'
而
樹
等
が
わ
か
り
や
す
-
計
井
が

で
き
る
､

こ
れ
迄
の
裾
戒
測
鹿
に
比
べ
て
鰯
時
日
に
こ
の
調
査
が
川
爽

た

こ
と
は
何
と

い
っ
て
も
洲
免
罪
の
1
大
革
期
で
あ
る
と
腰
は
れ
る
｡

○

京

都

市

内

の
革

硯
准
京
都
市
に
あ
る
謙
串

の
故
は
十

,.
前
八

千三
百
四
十
等
今
か
ら
二
十
五
年
前
に
は
二
鵜
八
千
五
官
八
十
四
姦
し

か
な
か
っ
た
'
し
か
も
そ
の
間
に
串
は
改
良
さ
れ
た
節

1
は
･E
動
坪

の

印
税
で
あ
る
､
･tnTL:都
に
初
見
の
日
動
市
は
'
明
椅
四
十
叫
非
開
架

の
ホ

ッパ
ー
(
時
慣
五
千
脚
)
を
村
内
の
某
氏
が
日
用
に
式
入
れ
た
の
に
勧
ま

る
'
四
十
四
年
に
二
姦

と

な
り
､
大
牢
光
坤
に
四
姦
'
同
二
坤
に
十
八

寒
と
な
り
､
火
正
三
叫
の
榊
即
位
大
敗

の
年
に
灼
十

二
毒
に
な
っ
た
､

そ
才も
か
ら
は
大
に
増
加
し
大
正
八
坤
に
甘
四
十
九
革
'

こ
の
年

に
自
動

布
歯
数
糾
合
が
百
五
十
名
の
縦
令
月
を
以
て
軌
轍
さ
れ
た
と
同
時
に
人

力
雄
が
投
箔
し
た
'
火
花
十
四
坤
に
は
市
内
に
脚
ク
ク
が
売
り
昭
利
四

年
に
は
ニ
'
三
二
四
轟
に
聯
加
し
た
'
舶
し
本
叫
に
な
っ
て

]'六
五

冥

晶

六

三



I:li

球

第
十
凹
替

七
寝
に
械

じ
た
の
は
御
大
外

の
練

の
不
食
気

の
紡
鵜
で
あ
る
｡

硯
衣
竹
内
の
自
助
昨
砕
米
瀞
は
六
二
五
宅
'
曹
米
川
の
堆

1
五
〇
九

耗
'
内
闘
タ
ク
八
二
〇
.
来
合
五
六
'
タ
ク
シ
ー

二
二
九
'

ハ
イ

ヤ
ー

ニ
二
川

､
ト
ラ
ッ
ク
二
.五
五
'
誠
枢
串

二

､
ト
ラ
ク
タ
ー
二
､
痕
姦

雄
二
､
で
あ
る
P

こ
の
外
に
胎
､
市
谷
甘
符
の
如
撒
碑
約
五
五
〇
益
が

あ
る
｡

問
タ
ク
は
シ
ボ
レ
ー
が
兜
づ
火
中
を
し
め
フ
ォ
ー
ド
､

ホ
イ
ツ
ベ
ッ

ド
､
ボ
ン
テ
ア
ッ
ク
'
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
'
ビ
エ
イ
ツ
ク
､
ウ
イ
ル
ス
､

ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
､
ブ
リ
ム
ス
'
ナ
ッ
シ
ュ
額

が
･試
な
る
も
の
'
摘
親
な

パ
ッ
カ
ー

ド
'

カ
プ
ラ
ツ
ク
､
デ
ム
ラ
ー
等
八
千
脚
乃
塑
二
粥
刷
と

い

ふ
の
も
あ
る
'
-
ン
コ
ル
ン
一
端
八
千
樹
'
ピ
ア
ス
ア
ロ
ー

一
端
五
千

脚
と
い
ふ
が
シ
ボ
レ
ー
は
二
千
凶
か
ら
二
千
大
官
樹
ま
で
'
フ
ォ
ー
ド

は
そ
れ
よ
り
も
牒
-
て

一
､
七
五
〇
脚
か
ら
二
三
五
〇
刷
で
あ
る
.

〓
職
印
は
今
日
で
は
輸
入
品

の
跡
を
た
ち
北
東
の
宮
川
､
名
甘
超

の

岡

本､
東
都
の
大
将
､
紳
戸
の
日
英
､
大
阪
の

日
米
商
倍
な
ど
で
つ
-

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
､
六
､
七
十
脚
の
=川
が
よ
-
う
れ
る
'
之
を
水

流
大
阪
部
廿
俺
に
比
べ
て
東
和
の
口
碑
群
数
は
鷲
-
べ
き
多
数

で
あ
る

即
大
阪
で
さ
へ
､
‖
瑚
白
糠
串
'
二
輪
'
三
輪
'
合
計
二
六
七
三
宅
で

あ
る
の
に
p
我
i=1
都
は
九

.I
'
八
七
八
姦
(
軸
柵
叫
は
含
ま
ず
)
と
い
ふ

多
数

で
あ
る
'
之
を
加
東
の
日
時
群
数

.E
三
七
八
義
に
比
べ
て
胎
ど
九

倍
す
る
､
之
に
反
し
て
日
動
串
は
飛
州
神
州
令
せ
て
北
米
は
七
四
五
〇

･#
な
る
･に
'
東
都
は

1
五
九
七
韓
抑
五
分

一
に
脱
ぎ
な
い
O
L
か
し
そ

れ
で
も
人
口
甘
粥
を
誇
る
名
古
屋

の
七
九
七
姦
よ
り
は
泡
に
多

い
｡

第
六
批

票

脚

六
四

凡
そ
か
う
し
た
硯
象
は
何
を
か
た
る
の
で
あ
ら
う
か
'
狭

い
米
の
町

に
丁
稚
小
僧

の
走
る
白
糠
鞘
が
非
常
に
多

い
と

い
ふ
こ
と
は
或
根
底
ま

で
京
都
の
座
薬
組
純
が
､
小

さ
い
家
内
工
米
式
に
分
割
さ
れ
て
ゐ
る
こ

と
を
語
る
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
､
京
都

の
道
路
は
平
坦
で
あ
っ
て
､

串
の
損
傷
が
少
し

そ
れ
と
同
峰

に
堅

={
や
大
敗
の
ど
と
-
人
の
批
難

す
る
桝
が
全
市

に
分
押
し
な
い
で
､
比

酸
的
狭

い
場
所
に
似
ら
れ
て
ゐ

る

こ
と
や
'
恭
恕
割

の
都
市
で
規
格

が
正
し
い
た
め
に
'

こ
の
軽
便
な

革
の
交
泡
が
政
も
有
数
に
利
用
さ
れ
る
と

い
ふ
こ
と
に
脱
因
す
る
か
も

し
れ
ぬ
｡
之
を
蜘
治
三
十
九
中
米

の
I
r
七
九
二
轟
に
比
し
て
､
二
十

五
坤
の
問
に
&=
ど
九
倍
の
多
数
に
上
り
､
特
に
昭
和
以
後
何
故
に
松
村

L
L
J
か
と
い
ふ
こ
と
H
t
正
に
研
究
に
慣
す
る
関
越
で
あ
ら
う
と
考

へ

る
'
或

は
臼
-

こ
れ
は
東
京
や
大
阪
に
は
軸
組
札
が
多

い
の
で
'
蟹
数

は
も
つ
と
多

い
の
だ
と
い
ふ
が
'
朱
し
て
ど
う
で
あ
ら
う
か
｡

つ
ぎ
に
巡
拙
串
の
方
を
み
る
と
牛
碑
､
描
坪
'
大
串
'
小
邸
が
あ
る

牛
革
は
今
=
は
ト
ラ
ク
タ
I
に
代

(
ら
れ
て
段
々
減
じ
た
､
し
か
し
馬

賓

の
方

は
牛
串
よ
り
も
根
城
盟
が
多
-
､
速
力
も
迷

い
の
で
大
正
八
年

以
後
雌
に
典
故
が
相
加
し
約
九
甘
技
に
接
し
て
み
る
'
大
坪
は
肩
引
率

で
あ
る
が
､

こ
れ
も
食
物
･;
劫
神
に
押
れ
て
ゐ
る
が
大
､
申
､
小
介

せ

て
こ
耽
基
が
劫
し

こ
れ
は
大
正
九
鈷
二
二
月
米

の
こ
前
六
千
環
に
比
べ

て
非
常
な
蚊
減

で
あ
る
､
日
下
市
内
に
約
五
十
押

山
村
餌
製
鵬狐
葉
番
が

昨
年
静
的
か
ら
新
調
坤
が
聴
ど
如
-
な
つ
た
と

い
ふ
か
ら
そ
の
大
勢
が

知
ら
れ
る
｡

免
役
に
燐
を
止
め
た
の
は
人
力
串
で
あ
る
､
加

治
三
十
九
年
に
は
六



千
九
軍

1十
八
誌
で
公
娼
を

締

っ
た
人
力
傑
柴
は
段
々
と
神
髄
を
改
良

し
'
明
約
四
十
二
三
甲
fj=7
か

ら
班
銘
入
り
ゴ
ム
輪
が
川

現
し
た
､
し
か

し
大
正
八
舛
以
後
何
効
韓
が
現
ほ
れ
て
か
ら
漸
次
減
少
今
日
で
は
低
に

二
甘
九
十
二
萌
に
な
っ
た
､
た
!J
騨
柿
内
の
駄
即
と
､
ホ
テ
ル
の
卑
屈

(
こ
れ
は
外
人
が
省
ぶ
か
ら
)
と
花

街
カ
所
の
も
の
位
し
か
旦

b
れ
ぬ
世

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
､
故
に
今
日
は
製
造
洪
密
も
村
内
に
ニ
ケ
仰
し
か

な

い
､
新
制
悶
柿

二
甘
五
十
脚
以
上
こ
ぼ
七
八
十
剛
で
あ
る
O

叔
筏
に
市
内
･*
T&
の
謝
辞
分
布
状
態
を
見
る
と
'
下
京
院
の
坪
数
は

三
五
'
八
三
八
韻
で
瓦
解
中
節

l
位
で
あ
る
､

こ
れ
は
水
耕
駆
､
梅
小

路
騨
'
井
地
目
､
中
火
卸
貿
市
場
及
四
部
及
南
部
に
工
場
が
多

い
関
係

で
'
･;
鋤
叫
､
〓
職
印
'
巡
拙
咋
'

い
づ
れ
も
断
然
他
院
を
願
倒
し
て

ゐ
る
'
黙
し
下

京に
京
都
の
比
企
が
あ
る
の
で
あ
る
'
次
に
節
二
代
は

主
知
で
三
〇
､

小
二
〇
姦
'
西
陣
工
紫
地
と
二
催
鼎
が
あ
る
か
ら
で
あ

る
'
つ
ぎ
に
中
東
が
二
八
'
凹
四
二
IE.JCTこ
ゝ
ほ
田
柄
も
桃

い
が
求
の
中

継
で
あ
る
か
ら
熊
川
･E
謝
郎
妨

一
位
で
人
力

非
甘
十
四
基
と
い
ふ
古
風

さ
を
の
こ
し
て
ゐ
る
の
も
rE
白

い
､
北
ハ他
新
し
い
氷
山
降
と
太
東
践
は

い
づ
れ
も

!
二
㌧
C
O
O
:1:S丙

外
に
す
ぎ
な
い
O

(
東
都
･.刑
エ
奇
説
所

の
軸
紫
に
よ
る
)

0
田

本

産
の

薬

用
植
物

t
P
営
築

方
言
ク
ス
リ
グ
サ
'

ニ
ガ
,L
･>
ヤ
ク
､
髄
階
料
'
各
地
の

山
野
に
川
北
す
る
'
拭

き
七
､
八
寸
窒
は
や
1
方
形
で
暗
紫
色
を
生
し

根
は
納
-
分
岐
し
楽
は
細
長
で
対
比
し
､
紫
柄

が
な
い
､
秋
十
月
十

fE

月
の
関
山
又
は
紫
の
北
が
さ
-
､
韮
'
薬
､
収

北
ハに
甘
味
あ
り
健
胃
剤

研

和

と
す
る
開
花

の
時
に
採
収
し
な

い
と
き
か
な

い
t

.I
f月
日
､
故
の
ま
･̂

四
十
鯛
､
か
げ
ば
し

1
脚
五
十
錦
O

こ
､
龍
膿

ガ
首
サ

､
リ
ン
ダ
ウ
､
各
地
の
山
野
に
日
放
す
る
船
舶
笹

で
､
高
さ

ー
'
ニ
尺
架
は
卵
形
'
針
形
'
夏

の
末
に
紫
紫
色

の
花
を
開

-
'
根
は
赤
禍
色
で
長
-
の
ぴ
て
ゐ
る
､
総
胎
チ
ン
キ
'
髄
腔

エ
キ
ス

の
氷
塊
原
料
と
な
る
､

一
食
H
的
二
側
｡

三
'
発
達

毛
淀
斜
の
宿
根
帯
で
､
高
さ

一
尺
以
内
骨
紋
の
葉
を
有
し

菊
紫
.
ニ
ッ
非
､芹
難
串
政
経
あ
り
､
_,hkL
締
し
て
三
年
の
三
月
中
旬
か
ら

開
花
L
t
五
月
中
旬
給
水
す
'
兵
畑
牌
で
は
樹
林
の
間
に
裁
拭｡
し
そ
の

南
稗
日
下
約
三
十
八
町
渉
に
壇
す
'
僻
熱
'
下
痢
止
'
侭
田
剤
と
な
る

十

一
月
か
ら

1
月
の
間
に
税
を
と
り
憾
乾
と
す
る
､

一
茸
日
約
七
剛
｡

四
､
茸
岩

ハ
シ
リ
ト
コ
ロ
.万
雷
ヤ
マ
ナ
ス
ビ
'
ヤ
マ
ホ
､
ブ
キ
､
サ

ハ
ナ
ス
ビ
'
キ
チ
ガ
ヒ
ダ
サ
'
オ
メ
キ
グ
サ

'

茄
科
の
宿
根
草
で
､
シ

ー
ボ
ル
ト
氏
が
こ
の
草
の
根
塗
に
ア
ト
ロ
ピ
ン
､

ヒ
ヨ
ス
チ
ア
､､,
ン
を

含
む

こ
と
を
立
見
し
た
､

こ
の
柴
を
肋
革
と
旭
ぜ
て
の
む

と
鴨
息
に
き

-
か

ら
ヤ
マ
タ
バ
コ
と
も
い
ふ
'
蒋
寧
壁
の
高
さ

1
'
ニ
尺
小
夜
を
分

つ
'
柴
は
互
止
し
､
長
卵
形
花
は
紫
側
か
ら
花
他
に
よ
り
て
下
沸
し
､

形
吊
鐘
状
で
晒
髄
也
四
月
下
旬
か
ら
五
月
中
旬
に
開
花
す
る
､
板

は
h

サ
ビ
に
似
て
ゐ
る
が
之
を
祈
る
と
紫
色
の
筋
目
方
が
放
射
状
に
発

っ
て

ゐ
る
か
ら
院
別
さ
れ
る
'
八
月
切
か
ら
球
鶏

し
て
よ
い
､
凍
鵜
し
て
水

放
し
日
光
乾
雌
を
す
る
'
玉
算
日
の
出
で
一
耳
目
に
な
る
'
約

1
胤
､

長
野
'
埼
玉
'
山
熱
の
山
的
部
で
鹿
川
L
t
製
薬
骨
虻
で
p
-
ー

エ
キ

ス
'
同
丁
茂
､
同
軟
骨
な
ど
を
つ
-
る
｡

男

拡

六
五



地

球

節
十
凹
替

玉
'
オ
ホ
ツ
ヅ
ラ
フ
ジ

防
己
斜
の
塾
生
植
佃
で
山
野
に
白
放
し
､
薬

は
焼
卵
形
に
し
て
長
柄
が
あ
る
､
輩
を
陰
畢
と
し
之
を
刻
み
前
洋

を
版

す
れ
ば
帥
紐
･g
リ
ウ

マ
チ
ス
に
き
-
､
秋
季
ま
を
採
収
し

井
外皮
を
ダ

h
シ
に
て
水
枕
し
､
之
を
納
師
し
甘
堺
と
水
と
を
触
じ
て
煎
じ
っ
め
て

食
間
に
服
用
す
る
.
宮
崎
悌
桝
臼
杵
邸
柵
寒
村
が
､ま
産
地
で
､
同
地
の

中
産
糾
三
〇
､
0

0
0
虻
に
達
す
る
O

六
'
茸
禦

ヤ

ア
ダ
､
洋
楽
滞
木
､
架
は
奇
数
羽
状
､
卵
状
父
は
故
針

形
で
､
そ
の
範
は
白

い
､

こ
の
木
の
内
皮
の
紫
色
部
を
健
肖
刑
又
は
ダ

ラ
ニ
ス
ケ
の
威
料
と
す
る
､

北
海
泣
､
岩
手
､
岐
阜
'
長
野
の
各
地
に

館
す
る

､
粗
皮

1
耳
目
七
十
銀
各
地
の
咋
脚
光
鶴
約
五
端
箕
に
上
る
'

ダ
ラ

rl
ス
ケ
は
こ
の
内
政
の
煎
汁
を
碇
約
め
た
も
の
で
あ
る
｡

七
'
バ
ク
チ
ノ
キ

骨
放
荷
木
で
樹
皮
は
平
滑
で
あ
る
'
楽
は
ゥ
ハ
､,,

ブ
サ
ク
ラ
の
難
に
似
て
ゐ
る
'
柴
を
茶
細
温
位
に
投
入
し
て
雑
用
バ
ク

チ
水
を
と
る
バ
ク
チ
水
は
布
仁
水
と
同
じ
効
が
あ
っ
て
'
偶
は
脊
仁
水

の
牛
桝
で
あ
.る
'
杏
仁
水
は
輸
入
牛
繊
二
前
脚
'
バ
ク
チ
水
は
宮
崎
併

南
那
珂
郡
市
水
村
か
ら
川
て
､
年
餌

t
二
､
六
八
〇
卦
庇
に
接
し
た
｡

∧
'
謀
等

汎
暖
な
地
樹
齢
約
三
十
咋
出
の
紘
林

巾
'
四
五
年
前
に
倒

し
た
抱

の
古
株

の
収
に
多
-
好
蝕
す
る
常
襲

で
あ
る
､
i
r外
皮
は
鵡
鴇

色
な
る
も
'
内
部
は
臼

い
､
弧
批
剤
に
川
ひ
'
寮
母
放
､
ふ
り
川
L
な

ど
廿
非
と
..iS
じ
て
川
ひ
る
､
八
月
か
ら
三
月
ま
で
段
別
糊
に
韻
事
鈴
と

いふ
ス
テ
ッ
キ
火
の
機
の
林
で
地
中
を
つ
き
さ
し
て
さ
が
す
､
状
寄
雄

と

い
ふ
鍬
で
こ
れ
を
抑
り
起
す
'
生
の
鶴
で
一
耳
目
二
十
錦
､
粧
し
た

も
の
一
斑
‖
八
十
鋸
｡

第
六
班

畑

.六

六

六

九
､
耳
五
倍
子

ぬ
る
で
の
翼
賛
に
寄
出
し

た
る
血

で
あ
る
､
染
料

又
は
炎
用
タ
ン
lr

y
酸
に
供
し
､
イ
ン
キ
の
原
料
に
す
る
'
林
施
し
て

之
を
乾
し
虫
を
殺

す

'
申
綱
田
閥
九
州
各
地
か
ら
産
川
し
十
六
対
日
三

十
二
脚
､

]
岬
坤
は
咋
産
十
三
常
脚
に
上
っ
た
J

H
O
t
石
松

ヒ
カ
ゲ
ノ
カ
ブ
ラ
'
分
骨
サ
ル
ノ
タ
ス
年
と
も
い
ふ
､

此
胞
子
は
約
五
〇
%
の
脂
肪
油
を
含
む
故
に
大
端
里
の
地
気
を
吸
収
せ

ず
､
丸
氷

の
衣
に
資

用
せ
ら
る
1
石
粒
子
と
い
ふ
も
の
で
あ
る
､
従
妹

各
年
約

1
溝
田~
の
輸
入
が
あ
っ
た

が
国
産
品
を
闘
み
る
も
の
1
な
い
の

変
造
憾
と
す
る
｡

t
I
.
サ
フ
ラ
ン

玉
葱
に
似
た
塊
光
よ
り
教
育
し
四
､
五
寸
の
高
さ

に
な
っ
て
淡
紫
色
の
花
を
囲
-
'

こ
の
時
雌
蕊
の
祉
頭
を
と
っ
て
陰
干

と
す
る
､
仁
丹
の
原
料
と
な
る
'
開
花
は
十

一
月
で
あ
る
､
山
間
部

の

林
間
に
栽
培
せ
ら
れ
る
｡

0

鷹

島

解

の
国

産

コ

ル

ク

近
水
村
人
用
コ
ル
ク
革
股
を
始
め

リノ
リ
ウ
ム
､
冷
新
城
の
細
線
､
浮
輪
等

の
材
料
と
し
て
｡
ル
ク
の
利

用
は
年
と
北
ハ
に
樹
加
し
岬
坤

コ
ル
ク
桝
皮
の
輸
入
二
甘
十
七
満
帆
､

コ

ル
ク
輿
晶
三
十

一
端
刷
合
計
二
甘
四
十
八
前
田t
に
遼
し
た
､

い
づ
小
も

ス
ペ
イ
ン
術
萄
牙
及
地
中
軸
力
珂
か
ら

の
批
建
物

で
あ
る
が
'
我
蛾
に

て
之
を
代
用
す
べ
き
も
の
は
ア
ベ
マ
キ
と
糾
せ
ら
る
1
カ
シ
の
一
種
で

あ
る
､
日脚
質
や
･-労
る
け
れ
ど
も
紬
酒
的
に
十
分
利
用

さ
れ
る
の
で
'

そ
の
皮
の
探
塊
は

五
㌧
六
､
七
の
三
月
の
虚
脱
期
に
行
は
れ
る
､

.1
人

ti
H
の
抑
塊
功
粒
は
約
十
姓
H
に
辻
す
､
依
段
は
十
放
た1
が
約
三
約-
で

あ
る
か
ら
皮
の
盟
入
代
銀
､
巡
演
等
を
什
蜘

っ
て
も
差
引

t
H

t
脱I
五



十
錦
乃
至

l糊
に
な
る
.
低
し

こ
の
木

の
皮
は
剥

い
で
も
水
は
枯
れ
な

い
'
数
年
に
し
て
又
和
の
厚

い
皮
が
で
き
る
､
丹
波
あ
た
-
で
は
皮
を

と
ら
な
い
で
次
に
や
い
て
し
ま
っ
て
ゐ
る
､
蹄
偽
櫛

で
は
本
年

こ
の
皮

の
改
廃
に
従
軸
す
る
も
の
が
多
か
つ
た
､
中
鯛
か
ら
四
牌

(
か
け
て
､

金
閣
各
地
に
分
布
し
て
ゐ
る
水
で
あ
る
､
今
後
は
こ
の
木

の
将
机
を
は

か
り
'
:.次
に
や
-
迄
に
皮
の
裸
塊

を
は
か
る
や
う
に
し
た

い
｡

0

丑

耳

其

の
地

名

考

欣
測
地
問
を
披

い
て
バ
ル
カ
ン
や
粒
及

その
附
近
に
あ
る
訴
閥

の
地
翁
を
熱
珊
す
る
と
き
は
'
土
耳
炎
語
で
そ

の
地
省
の
蕊
鶴
が
或
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
が
妙
-
な

い
こ
と
に
親
付
-
で

あ
ら
う
O
次
に
記
す
る
や
う
な
青
紫
が
そ
の
地
名
中
に
そ
の
淀

1
明
記

さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
が
多

い
｡

i)
a
g
o
T
D
l
g
h
=
M
ol
ntain,
T
e
p
か
=
H
ilt

C
h
a
i
=
R
iv
e
r
,

S
h
ehir=
City

G
L;r
L

a
k
e
,

Sが
=
W
a
te
r
.
B
r
o
o
k
,

K

C
i
=
V
ilt
a
g
e
.

H
is
s
a
T

=

C

a
s
t
le

内

a
lか
=
F
o
rtr
e
s
s,

K
up
r
iil
B
rid
g
e

B
t.In
n
p
r
=
S
p
r
in
g
一

T
a

s

h
=
R
o
c
k
,

T
an
yk
T

a
sh
=
Ijav
a
,

K
Plp
=
T
o
w
eT.

是
等
を
舛

例

を

蝉

げ

て

次
に
祝
明
し
よ

う
｡

D
3.g
O

r
D

ag
h

は

S

tr
a
n
3-a

D
a
3･h,
P
e
rmi

n

D
a
gh

の
如
-
山
脈

皇

胤

峡
す
る
場

合

と

A
r
jis
h
D
品

h

]G
u

l
D
品

(L
a
k
e
m
ou
n
t
a･-n)
の
如
-
山
崎

を
米
は

す
場
合
と
が
あ
る
｡
T
e
p
.J
は
丘
陵
や
低

い
山
を
云
ひ
小

さ
な

火
山
雛
な
ど
も
こ
の
小
に
含
ま
れ

る

｡
B
u2;
T
e
p
B
(
1c
e
出
iltン

A
i

T
e
p
e
3i
(
E
o
o
n
H
ilt)
5'
a
ra
T
e
p
b
(
B
ta
ck

H
ilt)
な
ど

が

あ

軸

報

各
｡
C
ha
･t
は
河
川

の
態
で

Su
su
rtu
G
h
a
.(.
G
e
d
iz
C
h
a
叫

が
あ

り

､
S
即
は
渓
流
に
懲
り

K

ula
S
.i
が
あ
る
｡

釆
欝
は

K

..5
i

と
云

ひ

K
E5r
o
s
K
i5i,
A
z
i
K
Lii

な
ど

呼
ば
れ
る
も
の
が
多
-
都
市

は

s
h
e
h
ir

で

A
t
a
S
h
e
h
ia

が
あ
る
Q
B
o
g
a
2;
a
:5r
p
r
u
s
-d
は
柿
を

表
は
す
も
の
で

あ
ら
う
｡
(
ハ
ラ
ロ
)

○

参

宮

急

行

電

気

織
遺

参
宮
畢

仰
闇
蛾
は
大
和
襖
井
か
ら
初

潮､
棒
胴
を
過
ぎ
宇
陀
川
の
郡
谷
を
伊
教
組
名
張
に
出
で
､
伊
劾
紳
戸

阿
保
を
細
山
L
t
帝
山
峠

に
於
て
鈴
舶
山
塊
を
準

凡
.
伊
勢
に
川
で
松

阪
を
鰍
て
字
的
仙
川
に
連
す
る
触
路
で
あ
る
｡
本
線
路
は
稗
非
以
四
大

阪
上
本
町

に
至
る
大
軌
磁
銭
と
迎
紡
し
､
大
阪
と
宇
治
山
田
と
il･)紳
ぶ

妃
放
横
断

の
確
親
機
道
で
'
条
虫
八
十
先
例
例
戯
､
.:B
聯
噂
糊

二
時
間

四
十
分

の
璃
小.<
で
あ
る
0
工
事
は
昭
和
凹
年
四
月
清
二
L
t
梱
非
よ
り

仰
封
郷
戸
ま
で
ほ
昭
和
五
舛
十
月
に
完
成
'
瀬
;
ま
で
は
十

l
月
に
完

成
､
宇
治
山
川
ま
で
は
十

二
月
中
に
開
池
の
特

で
あ
る
O
企
練
中

の
雛

二
番
は
i.竹
山
峠

の
ト

ン
ネ
ル
で
長
さ
三
朴
に
及
ぶ
)
糠
脱
名
淑
十
五
哩

は
複
線
､
名
張
､
伊
兜
醐
戸
間
五
哩
は
単
粒
､
工
灘

は

一
桝
に
付
六
十

満
帆

の
碓
井

で
あ
っ
て
'
楯
即
､
宇
治
山
田
閃
五
十
八
哩
に
於
て
約
三

千
五
1°
茂
樹
を
鄭
す
る
笛
で
あ
る
.
エ
番
は
大
林
組
'
錦
識
糾
､
松
村

組
森
本
組
等

の
誠
負

で
あ
る
が
.
伊

到
糾
11
か
ら
常
山
朔

日
ま
で
は
千

繋
鋤
遊
脚
隙

の
扱
助
を
符
て
軌
踏
故
殺
車
灯
っ
て
居
10
0

参
宮
機
械
の
開
通
に
よ
っ
て
妃
放
水
西
の
交
池
は
割
期
的
に
便
利
と

な
る
ぺ
-
'
大
阪
､
奈
良
'
･.R
都
､
榊
戸
呼
と
紳
都
宇
治
山
田
間
は
悠

々
1
日
の
迫
足
で
離
足
る

こ
と
1
な
る
の
で
あ
る
｡
柄
伊
虫
よ
り
宇
陀

男

七

六
七



地

球

節
十
四
懸

川
新
谷
を
奈
良
盆
地
に
曲
ず
る
日
蝕
路
は
甘
代
に
於
て
は
よ
-
利
州
さ

れ
､

こ
の
節
谷
に
削
准
す
る
肯
耶
'
共
他
の
腿
跡
は

こ
れ
を
物
謝
る
の

で
'
大
利
朝
廷

の
頃
は
伊
勢
旅
に
こ
の
漣
路
を
利
用
し
た

こ
と
が
､
鵜

築
地
に
も
多
-
枇
せ
ら
れ
て
'
宇
陀
野
の
秋
､
初
潮
川
の
夕
'
名
鵬
の

山
な
ど
の
旬

が
散
見
す
る
O
其
の
後
に
於
け
る
政
治
的
中
心
の
擬
化
と

交
迎
路
の
坦
逃
'
^
)

と
に
捌
西
敗
北
縮
減
秘
は
何
れ
も
仰
幻

の
北
部
､

近
江
方
田
を
経
由
す
る
こ
と
1
な
っ
て
'
商
伸
助
は
文
化
に
耽
り
出

さ

れ
た
形
で
あ
っ
た
が
､
参
宮
稲
鉛

の
開
油
に
よ
り
､
又
世
に
は
る

こ
と

を
期
待
さ
れ
る
｡
(名
先
高
等
女
幾
枚
､
上
川
北
諒
予
報
)

0

支

那

の
新

し

い

願

名

省

名

新
燥
翁

江

鯨

腎

炎

湖

耐

揃

経

験

氷

騎

西

践

江

陽

明

賓

興

珊

･;TS.

桁

江

析

城

筒

年

上

愈

偽

名

升

社

殿

的

山

路
坪
土
司

龍
洪
鯨

の
.L
部

･i=

山

倣

考

一

九

二

八
年

二

月

新
設

山
九
二
九
年
六
月
許
吋

一
九
三
〇
年
中
潮

一
九

二
八
年
五
月
創
設

1
九
二
五
年
捕
逸
伽

の
記
念

の
た
め
改
名

仰

城

土

安

平
太
平

下
館
土
司

新
設

1
九
二
八
年
四
月
新
設

同

上
総
余
龍
土
司

1
九
二
八
咋
七
月
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お 登 動 谷 挑 盈 民 党 辱 r= 拡 山 江 城 順 支 う班 江 梅 軒..;虫 神 永

風

穴孤
承
上
司

摩

如

潜
Ej
.妨

1
吊

同
筋
〓
匝

同
節
三
院

同
飾
四
囲

同
解
五
位

六
八.

I
九
二
九
年
改
名

一
九
二
九
年
改
名

一
九
二
七
年
改
名

同同同同

同
第
六
㌧

H
i.%
八
隅

柾
烈
士
司

輸

確

唐

山

曽 平 鉄 伏 釈 尊

林 帯 番 運 措 辞･J
七
尾
同同同li

九
二
七
咋
改
名

1L
九
二
八
年
十
月
許
可

1
九
二
八
年
新
設

一
九
二七
舛
路
扮
附
虻

に
新
改

1
九
二
七
年
新
設

重
石
年
仏
殿
の
半
分
を
改
む

.!
九
二

九

年
二
月
新
走

1
九
二
八
年
三
月
許
可

同同同同

曲

1
九

二
九

年
改
名



帝 寧

促 夏

柴 位 洩 班永 相方約 1lJAlfJ'海 将 村 木 博 雅甘 赤 米 仇 鶴 絞 妊 撫
耐 肘 化 幽完

榔 1日 は iTlW緒 新 津 根 津 寺 焚 書糟 河 fE･･ll 魯 南 廉 輿 山 浦 教 務 法

柵 級 寄
河 水 場
LJ.Itn l')
郡 部 部

泣 熱 紋

寧 河 速

非 番 滞 陀 'Htl溝 余 輝 新 林 魯 集 IF.EL7.,夏 巴
T.lflJ'茄等
弟 粒 潜 機 敏 原 川 北 戟 親 北 .幣.克 河 燕

巴

荻

比
布
禅
寺

平

地

免

興

京

海

流

柳
河
の

一
部

開
成
の

1
部

新

紋

糾

し′リ

=;rJ

irT

･‖-

阿
蒐

鹸爾

沙
部
隊

の

一部
捕

'1

九

二
八
年
改
名

rI
九
二
九
年

一
月

1九
二

九

年

創

設

1
九
二
九
年
創
設

同一
九

二
九
年
改

岡同
〉

創
設

同

創

設

塔

城

の

1

部

.i
九
二
八
年
七
月
創
設

巴
盤

の
一
部

同

前

独

楽

毛

日

出

稚
拙

･;

.j

㈹

銑

娩

中
折

の
一
部

掘

れ

同同
i
九

二
八
年
新
設

一
九
二
八
咋
斬
殺

11
九
二
八
舛
三
月
改

.L
九
二
九
咋
二
月
改

t
九
二
八
舛
三
月

珊

品

玉

㌫

完

脚
十

1
月

雑

物

袋

物

村

一
九
二
九
年

7
月

0
支

那

の

三

大

築

港

.
故
郷
の
梅
巡
外
で
は
年
氷

の
懸
案
で
あ

る招
西
府
汽
船

の
復
興
意

の
如
-
な
ら
ず
'
長
江
､
約
搾
舶
路
北
ハ
に
支

那
舶

の
析
躍
は
不
十
分
で
あ
っ
て
､
内
河
舶
路
阿
収
も
焚
付
け
的
雛
で

あ
り
J
之

に
托
し
て
外
閥
汽
舶
骨
舵
は
約
梓
航
路
及
長
江
航
路

に
析
椛

し
ノ
･･ン
ル
エ
ー
船
は
而
立
南
洋
方
附
に
手
と
の
は
し

､
本
邦
船
は
'
大

望
九

六九



地

球

解
十
四
懸

迎
汽
舶
が
潮
に
卿
を

つ

-
リ
'
上
潟
天
紳
叔
'
上
船
芝
栄
線
を
将
し
史

に
大
池
輯
曲
線
を
計
親
し
､
日
輪
汽
舶
は
新
法
快
速
船
柿
餅
丸
を
加
へ

川
ド
汽
加
は
他
州
舶
路
'
長
江
航
路
に
於
て
上
略
宜
白
線
を
御
伽
し
更

に
大
池
摘
文
部
舶
路
に
割
込
み
'
叉
川
崎
汽
舶
は
上
略
紀
州
'
相
川
線

上
粘
大
津
繰
'
上
編
甚
口
紬
等
を
卿
加
し
た
､
狗
大
枠
で
は
粘
膜
を
満

開
柵
上
紙
日
本
租
非
的
群
法
域
狼
が
許
可
さ
れ
た
の
で
滑
水
は
こ
1
(

外
洋
舶
が
捌
枇
す
る
や
う
に
な
る
で
あ
ら
う
｡
き
う
し
た
現
状
な
る

に

も
不
的
飼
比
政
府
は
､
経
て
三
大
築
他

の
計
茸
を
有
し
い
よ
-
1
本
年

か
ら
旅
行
し
だ
し
た
O
そ
の
1
は
地
方
細
山
礎
口
に
於
て
の
湖
岸
桔
築

港
で
あ
っ
て
､
大
地
に
封
拭
す
べ
き
奉
天
側
の
計
笠
で
あ
る
'
本
年
五

月
十
拘
円
よ
り
旭
H
L
七
月
二
日
淑
塀
良
参
列

の
上
jE
式
に
築
継
開
工

式
を
始
め
た
｡

節
二
に
は
政
孫
文

の
計
盤
し
た
水
力
大
粒
な
る
も
の
が
あ
る
､
噺
江

省
乍
浦
(
鋼
船
.fJJ
H
北
梓
の
古
代
貿
易
船
)
に
外
枠
船

の
入
る
に
足
る
築

継
単
打
ひ
､
上
海
の
繁
栄
を

山
部

こ
1
LJ憩

は
ん
と
す
る
め
で
あ
る
発

し
上
梅
に
は
枇
非
が
あ
っ
て
外
人
の
食

松
下
に
あ
る
か
ら
､
こ
れ
を
文

邦
人
の
手
に
阿
収
せ
ん
と
す
る
計
魂
で
硯
に
紙
測
中
で
あ
る
'
楽
際
か

ら
見
て
上
恥
は
揚
子
江
の
紛
､
砂
が
他

の
油
布
を
妨
げ
る
か
ら
､
そ
の

附
近
に
抄

の
蝿
税
し
な
い
良
港
が
欲
し
い
七
枚
に
こ
れ
が
川
水
た
ら
上

脂
の
帖

へ
に
ょ
か
ら
う
と
思
は
れ
る
｡

節
三
に
は
孫
文
の
伊
糾
何
方
大
船
と
い
ふ
も
の
で
あ
る
.
こ

れ
は
有
川

煤
中
山
胎

の
開
港
で
あ
る
'
布
山
と

い
ふ
の
は
'
鹿
瀬
増
の

入
日
に
あ

る
牛
抱
で
あ
っ
て
'
鳴
門
の
北
に
あ
た
り
'
人
目
十
裾
以
上
の
都
骨
で

節
六
朝

宅

〇

七
〇

あ
る
千
九
打
三
十
坤
-d
月
九
日
開
化
政
肘
閥
務
骨
議
に
て
.
佃
ふ
六
十

咋
同
日
的
継
と
し
て
開
放
す
る

こ
と
を
誠
映
し
､
そ
の
節

l
渉
と
し
て

香
山
舶
骨
相
の
港
院
移
欄
を
知
行
し
て
ゐ
る
'
こ
れ
は
小
港
に
よ
っ
て

脅
胎

の
淡
紫
を
額
は
ん
と
す
る
泣
大
の
計
で
あ
る
｡

勿
諭
時
局
の
不
壕
財
政
の
洞
渦
で
こ
の
三
大
港
が
磯
定
池
野
に
は
進

行

し

な

い
と
思
ふ
け
れ
ど
も
'
今
の
支
那
の
耐
方
改
称
は
土
木
に
思
ひ

き
つ
た
辛
抱
を
し
め
L
t
南
京
で
も
武
昌
で
も
山
家
を
破

っ
て
大
鐙
を

つ
け
る
｡
そ
れ
か
ら
地
方

(
向
劫
串
鐙
を
つ
け
る
｡
政
府

の
鍵
盤
に
よ

る
と
比
に
こ
溺
七
千
郡
の
渚
路
が
増
水
､
エ
凍
中
の
も
の
八
千
粁
'
計

灘
中
の
も
の
三
筋
三
千
肝
に
達
す
る
勢
で
'
そ
れ
は
中
々
ど
う
し
て
い

か
に
も
払
超
に
立
派
に
や
っ
て
ゆ
-
と

い
ふ
手
腕
が
あ
る
か
ら
'

こ
の

三
大
炎
船
と
い
(
ど
も
欝

で
は
な

い
'
恐
ら
-
堆
覗
す
る
LH
が
氷
る
で

あ
ら
う
と
腰
ふ
'
し
か
も
こ
の
三
者
何
れ
も
大
鶴
の
好
位
地
を
占
め
て

居
る
か
ら
地
紋
如
何
に
ょ
つ
て
は
肺
炎
は
有
望
で
あ
る
､
た
と
(
大
池

上
略
､
脊
髄

の
繁
栄
を
舷
に
頚
は
な

い
と
し
て
も
､
利
常

の
船
に
は
な

-
う
る
も
の
と
考

(
ら
れ
る
0

0
第
五
十
三
回
文
検
地
理
科
隷
備
試
験
問
題

(昭
和
瓦
解
十
月
)

1
.
山
幾
両
と
準
平
原
と
の
相
伴
を

紀
射
せ
上
.

二
､
倍
娘
川
流
域
に
つ
き
て
祝
越
せ

よ
O

三
'
精
留
'
バ
ン
ク
ー
バ
ー
間
の
汽
船

の
航
路
に
つ
き
て
詑
越
せ
よ
C

四
､
政
治
地
桝
上
よ
り
首
櫛
を
静
適
せ
よ
｡

五
､
滴
菜
摘
と
し
て
の
良
､
英
､
米
三
組
を
此
赦
諭
曲
せ
よ
っ



六
､
次
の
紙
項
に
つ
き
て
知
る
桝
t2J如
せ
｡

イ
'
ア
ヂ
ス
､
ア
.I(
メ
(A
d
d
is
A
b
eb
a)

ロ
､
プ
ン
ク
､
ア
レ
ナ
ス(

P
un
ta
A

r
e
n
a
s
)

ハ
'
キ
ー
ウ
エ
ス
ト
(K
e
y

w

e
s
t.)

ェ
'
コ
ー
ラ
平

良

(
R
o
ta
)

ホ
､
池
川
濁

(
以
上
四
時
間
)

0
瀬

戸
内

海

の
区

分

と

其
の

両
横

容

積
及
び

深

度

｢海

と鍵
L
節
十
怨
節
八
舵
仰
繊
安
井
昔
…氏
｢淑
戸
内
海
の
海
洋
単
的
地

規
要
素

｣
に
よ
り
て
淑
戸
内
臓
の
院
分
等
を
摘
記
す
る
と
次
の
如
-
で

あ
る
.
佃
戸
内
臓
は
山
良
､
鵬
門
､
約
円
及
び
連
敗
の
川
海
峡
で
TiE
切

ら
れ
た
部
分
で
､
大
粒
倒
を
も
加

(
た
も
の

と
す
る
0
令
健
を
十
個
の

鰐
域
に
分
け
る

こ
と
が
川
氷
る
O

大
阪
湖

山
良
潮
戸
及
び
明
石
郷
戸
で
限
ら
れ
た
院
域
'

桁
麟
酔

恥
は
桝
ポ
'
嶋
門
に
よ
っ
て
限
ら
れ
た

一
三
四
度
以
光
の

部

分
､

備
淵

酢

戸

一三

四
飴
以
四

一
三
二
庶
三
分
及
び
火
飛
偽
と
三
崎
と

を
紡
ぷ
紙
迄
の
部
分
､

仰
後
難
､
爆
弾

僻
㍍
淑
戸
の
四
伽
か
ら
今
治
近
兄
山
の
於
韻
と
桝

津

の
･lTf,･を
粁
ぷ
蝕
ま
で
の
院
城
'
此
の
内
船
酢
は
小
さ
-
∫

ツ
新
仰

の
瓢
が
あ
る
か
ら
備
後
酢

の
車
に
入
れ
て
位
-
､

鏡
像
海
峡

憶
断
塊
外
紙
か
ら
下
瀧
刈
偽

及
び
猫

ノ
漸
tL
火
肌
身

(
伊
洩
)
を
結
ぶ
純
迄
の
部
分
､

安非
難

地
軸
.･鼎
か
ら
の
水
村
組
と
下
珊
刈
島
の
田
端
か
ら
南
西
に

向
ふ
.i
組
と
で
酌
ま
れ
た
部
分
､

仰
放
灘

純
崎
'
･T,V
岨
岬
際
窮
を
締
ぷ
紋
と
上
ノ
紺
淋
峡
と
衆
揃

の

*

*

鼎
と
の
線
及
び
安
範
難
境
射
線
と
で
閉
ま
れ
た
部
分
.

別
府
碑

銘
岐
1
.
的
略

の
線
か
ら
所
の
滞
､

周
防
動

伊
穐
難
か
ら
舶
門
粘
奴
ま
で
の
部
分
'

各
節
の
所
耗
容
稗
及
び
平
均
探
庇
は
次
の
如
-
で
あ
る
'

大
阪
腐

.

肺
臓
酔

備
群
樹
11

備
後
離
焼
却

薬
壌
林
政

･+ijr撚
湘

放
鳥
灘

伊
鞄
軒

那
;Tt:湖

榊
防
弾

軒
桁

k
m
･8

7-I.110
･望

rJ.JM11
･八

九.〓
:.･J..(

冗
.〇六
品

叫

三
二
･二
ニ

lFr
i
･宅

tO紀八
･0
ニ

三
川九
八
見
八

川宝
･二
正

三
0
0
品
1

容
｡a

k
m
3

四
一･JJ
j

八
八

･.]]
三
｡窒

蓋
･宋

tTt･八
八

]l.O
･七

1..LE.･三
O

]ej(･k'11

tP
･
1m

也
:.JL･六二

平
均
粍
比

m

云
品

志
｡八

二
1.1･仙

I(
A:.(

二
7
･
1

真
ユ

ニ
‥H･九

i:1.ハ･
l

票
ユ

ニ
三
･七

潮
戸
内
海

190
九
ハ
エ
苑

軍
九
･0
セ

白
丸

各
国
車
両
稗
及
び
容
秘
の
炎
に
叔

大
な
の
は
仰
微
酔

で
.IeE
稜
に
於
て

ほ

余

内
船
の
二
〇
%
四
六
'
容
雑
に
於
て
は
余
内
線
の
三
七
%

一
例
を

占
め
て
居
る
｡
椛
虎
に
於
て
も
政
も
大
き
-
て
他
の
院
に
於

ては
七
〇

発
以
内
で
あ
る
け
れ
ど
も
伊
池
野
に
於
て
は
探
庶
七
C
米
以
上
の
院
城

が
四
〇
五
年
少
粁
〇
五
あ
っ
て
液
状
は
二
五
〇
米
に
接
す
る
し

又
由
良
'
鳴
門

､
的
門
'
迎
吸
'
肌
祈
､
爽
偽
及
び
備
出
の

七
脂
映

及
び
潮

戸
に
就

い
て
桃
断
而
騎
及
び
枕
断
附
に
於
け
る
平
均
探
庇
を
州

淀
し
た
紡
鵜
に
よ
る
と
始
吸
淑
戸
最
も
べ
き
-
桃
断
耐
雛
は

)
平
方
粁

慧

l

七
.1



地

政

節
十
四
埠

l
八
九
八
九
あ
り
て
平
均
探
庇
九
〇
米

i
.
次
は
由
良
海
峡
で
研
師
岡

樺
○
平
方
粁
三

T
〇
八

t
.
平
均
探
庇
五
正
米
九
あ
る
が
滋
吸
納
戸
に

比

べ
る
と
甚
だ
小

さ
い
｡
鳴
門
や
早
粥
樹
戸
に
至
っ
て
は
甚
し
-
小
さ

い
｡
そ
れ
で
潮
月
内
脂
の
水
の
大
部
分
は
速
吸
及
び
由
良
の
こ
海
峡
か

ら
川
入
す
る
こ
と
が
明
か
で
あ
る
｡

0

地

理

挙

国

第

二
回
講

演

曾

開
催

地
球
撃
圏
は
東
京

地
質
学
曾
及
び
=
本
岩
石
塘
物
磯
床
撃
骨
と
聯
合
し

て
昭
和
六

年
四
月
四
日
(
土
)
同
五
H
(
H
)
の
両
日
を

期
し
京
都
帝
闘
犬
軍
内
は
第
二
回
講
演
骨

を
開
催
す

る
こ
と
に
在
っ
た
｡
滑
四
月
六
日
(
刀
)に

は
奈
良
地

方
に
兄
撃
旅
行
な
行
ふ
裸
足
で
あ
る
.
拳
固
員
ほ
し

で
講
演
希
望
の
方
は
演
題
及
び
講
横
所
要
時
間
を
凍

る
二
月
二
十
日
ま
で
に
地
球
撃
岡
に
申
込
ひ
か
叉
は

二
月
末
口
ま
で
に
兼
東
館
観
大
撃
排
撃
部
地
質
尊
敬

富
内
東
京
地
襲
撃
骨
に
申
込
ま
れ
た

い
｡
撃
圃
員
が

奮

っ
て
.各
自
の
研
究
の
成
果
を

麿
凝
さ
れ
凡
こ
と
を

期
待
す
る
｡
紛
糾
僻
の
時
刻
､

場
所
等
ほ
就

い
て
は

適
皆
を
時
に
橡
菅
す
る
｡
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問

支
那

の

新

し

い

省

名

と

省

城

｡

欝
大
紋

等

t

七

二

春

菊

い
制
度
で
は
十
八
省
と
光
三
省
及
新
出
省
を
加

(
て
二
十

二

省
で
あ
っ
た
が
､
圃
民
濃
が
大
下
を
取

っ
て
'
筒
常
を
首
肺
と
し
て
か

ら
'
六
つ
の
新
省
が
加
は
っ
て
'
二
十
八
省
と
な
っ
た
｡

)
､
寮
略
解
省
'

一
九
二
八
年
九
月
五
日
中
央
政
治
骨
溝
で
特
別
展
域

で
あ
っ
た
め
を
改
省
､
何
時
に
以
前
紅
隷
(
今
河
北
省
)
の
H
北
道
十

僻
が
本
省
に
加
は
つ
た
'
省
城
放
衆
口
｡

ニ
'
熱
河
省
､

こ
れ
も

1
九
二
八
年
九
月
五
日
､

一
省
と
な
る
所
椅
三

十
八
筏
平
方
朗
省
城
及
粗
(
熟
河
)

三
､
線
速
省
'
内
蒙
古

の
特
別
憐
城
で
､

こ
れ
も
右
二
省
と
何
時
に
省

と
す
る
'
苦
楽
恰
肘
特
別
慮
城
の
中
'
興
和
'掠
奴
､
ヰ
畷
'
捌
林
の

四
妹
が
こ
の
省
に
入
っ
た
'
首
筋
七
千
方
里
､
省
城
邸
絃
(騒
化
拭
)

四
､
四
旋
省
､

山
九

J
四
年
六
月
川
追
伸
別
匝
と
な
り

1
九
二
八
神
九

月
五
日
､省
と
な
る
'
前
桁
百
三
十
鶴
平
方
朗
'
省
城
鹿
足
(打
煎
錨
)

五
､
預
粘
省
耐
稗
二
.･E
五
十
六
鵜
二
千
五
宵
平
方
朗
､

こ
れ
は
今
度
廿

鮒
省

の
中
か
ら
慧

申
i･｡J
八
朕
を
加
(
て
改
め
て
西
等
を
省
城
と
し
㌔

六
'
寮
夏
省
'

1
九
三

八
叫
十
月
十
七
日
､
甘
鯛

の
寮
菜
道
を
さ
き
'

こ
れ
に
新
鮮
納
土
甜
滅
相
挑
及
阿
扱
替
街
魯
件
桃
を
加

へ
八
十

1
靖

平

方
里
の
街
と
な
る
｡
省
城
串
蓋

七
､
甘
勅
令
は
た
め
に
狭
-
な
っ
て
株
数
六
十
四
と
な
る
.

八
'
河
北
省
､
蔽
隷
省

の
新
名
で
あ
る
､
省
城
北
平
'

1
九
二
八
年
八

月
に
改
ま
る
｡

九
'
遼
寧
省

奉
天
の
新
名
で
一
九
二
九
%
四
月
二
十
三
日
に
改
名
し

た
'
同
時
に
奉
天
は
怖
陽
と
改
名
し
た
｡

1
0
'
江
蘇
省
の
帝
京
は
首
府
と
な
っ
た
か
ら
'

一
九
二
八
年
七
月
以

後

､
銀
江
が
江
鯨

の
省
城
と
な
っ
て
､
丹
従
臓
を
餌
托
脱
と
政
令
し
た


